
□ 診療実績（令和元年度）
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2019年度実績：2019年度は虚血性心疾患に対する手術17件、心臓弁膜症に対する手術44件、胸部大動脈に対
する手術8件、ステントグラフト留置術16件を施行した。冠動脈バイパス術はの内訳はoff pump CABG5例、on 
pump CABG12例で重症例や弁膜症合併例が増加し体外循環使用症例が増加した。2019年度には1例off 
pump CABGを予定したが右室からの出血を認めて早期にon pumpへと移行したconversion 症例を経験した。
幸い無事手術は終了し患者も良好な転帰をとった。心臓弁膜症においては可能な限り弁形成術を行うが、20
例の症例において弁形成を行った弁は28弁、弁置換を施行した弁は16弁であった。大動脈手術8例のうち、急性
大動脈解離に対する緊急手術は4例に、弓部大動脈に対するオープンステントグラフトは2例に施行した。これ
らの手術症例49例のうち、手術死亡は認められなかった。

治療成績：2019年度には手術死亡は認められなかった。手術成績を全国データベースと比較すると以下の表の
通りである。実際の手術死亡率、合併症発生率を太字で表しているが、患者の臨床データから予想される予測死
亡率、予測合併症発生率を下回る良好な成績を2019年も維持することができた。
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□ 学術活動報告（学会・研究発表など）
分類 演者（当院） タイトル 学会名 開催地 発表年月日 会期

国内学会 片岡 剛，浅田 秀典，白神 幸太郎 吻合部火星瘤述語に判明し
た後天性血友病Aの1零

第47回　日本
血管外科学会学

術総会

名古屋 2019.4.24 2019年4月22
～ 24日

国内学会 白神幸太郎 医療安全管理部門の治療介
入

第14回日本医
療マネジメント
学会京滋支部学

術集会

京都 2020.2.15 2020.2.15

国内学会 白神幸太郎 ハイリスク診療におけるコ
ミュニケーション-心臓外科
と医療安全-

第23回京滋医
療安全研究会

京都 2019.7.27 2019.7.27

国内学会 白神幸太郎 ハイリスク診療におけるコ
ミュニケーション-心臓外科
と医療安全-

医療機器安全管
理セミナー

福岡 2020.2.2 2020.2.2

国内学会 白神幸太郎 ハイリスク診療におけるコ
ミュニケーション-心臓外科
と医療安全-

宇治徳洲会病院
医療安全研修会

宇治 2020.2.20 2020.2.20
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